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地 区 計 画 *1の 続 報 審議会で異例の付帯意見
|__豊左亘がらたくさo_反応をしヽただきましたので改め
|てわかりやすく経緯とその後の動きについてご説明した
1いと思います。
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法的拘束力が発生する[

以前この議会報告でもお伝えしましたt‐ 三==用で
は住民発意の地区計画が進められ、圭分たちの′主む地区
の土地利用について法的拘束力を持ったノノ~ルカ=り か進
められています。住民自ら努力してルー●'Iレ をノてし`くことは素晴らしいことであると考え、私も
積極的にこの布」度の周矢□を行ってきました■ 壇≡者*2や高齢者にとって住まいであるグルーブホ
ームが、近年、建築基準法上 F寄宿舎JIこ 言ア圭7る こさ■tため、地区計画  ィ11・    .
のFA」容上、用途が『住宅』に限定されると ≡言ヌ毛区言―ΞX域では『寄宿舎』 ||,1‐
が設置できず、結果としてグループホーム■.手等さ4る という事態が起こっ ■till
ており汝した。昨年の9月議会では、私t｀率先して妻論を巻き起こし、結果、 |11111.
議会のほぼすべての意思で『地区計画てケノノ~ブ石~二 ■`■三3余されるのは良 I1111‐
くない」ということになりました。
グループホームの現状
厚生労働省は現在、「施設から地域へ」としヽうことを掲|す 、高齢者や障害者の住まいを大規模な「施
設」から地域居住へと移行してい<取 り組みを‐E進してしヽます.この地域移行の中心的役害」を果たす
のがグループホームであると位置つけられ、夕ヽ観上|ま普通の4主宅と何ら変わりかない一戸建て住宅や
マンシ∃ンの一室を活用したグルーブホームの設置が進んでおり、市内でもすでに70か所以上の障害
者グルニブホームがありますcそれでも特に障喜者の例 ブニプホームが豊中市では不足しておワ丁雨
において整備方針を策定して重点的l_取 り組む方向1生 を打ち出しているところですc一方、グルーブ
ホーム自体が世間でまだまだ認知されていないこともあり、設置予定地の近隣住民から反対の声が上
がり、設置が困難な例も増カロしています。グルーブホームという形態でしか暮らしていけない障害者
がおられる一方、整備が進まなければ行き場を失う障害者が今後増カロすることも考えられ、全ての人
に居住権を保証している憲法の理念にも抵触する人権問題として今後大きくなっていく恐れがあります。
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監査委員になりました
6月議会において、今年度の議会内役職が決まり、監査委員、総務常任委員会委員、空港問題調査

特別委員会委員を担うことになりました。
監査委員は豊中市では常勤 1名 、非常勤 1名 、議会選出2名の合計4名で構成されており、会計監査

のみならず業務監査についても対象となっています。適法性があるかどうかという視点も求められま
すが、非常勤の方が弁護士であることも踏まえ、むしろ議会選出監査委員として、様々な政策との整
合性や市民目線で見た場合の妥当性などといった視点も併せ持って取り組んでいきたいと思います。
空港Poq題調査特冨」委員会委員は1会派のイ■間の議員さ4‐ のご理解t,あ って結果的に4年連続で務め

させていただ<ことになります。空港問題はライフワークとして取り組んでいきたいと考えております。
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審議会の意見
今回の審議会で出された議案の主なものは、昨年9月議会 (審議会では8月 )で審議された地区計画を含
めて複数地区から、規制内容の変更を求めるものでした。民泊を禁止すると同時にグループホームを設置
可能に変更する地区の議案は全会一致ですんなりと可決されましたが、民泊禁上の変更のみで提出された
4地区の議案に対して意見や質Ponが相次ぎ志した。
昨年の9月 議会での審議の際に「都市計画審議会の委員さんにもっと福祉のまちづくりという観点

を持ってもらいたい」といった議員の発言がありましたので、私は審議会委員として他の委員さんたち、
とりわけ議会選出委員はすでに議会で意見表明が済んでますので議会選出以タトの委員の方々にどのよ
うに考えておられるか意見を求めました。すると、やはり、グループホームが排除されるのは良くな
いという意見が相次ぎ、結果として、「高齢者や障害者の住まいであるグループホームを立地可能と
する地区計画変更に関する議論を地区で継続的に進めること」という意見を付して議決するというこ
とになりました。都市計画審議会でこのように議決に際し、付帯意見が付くということは極めてまれ
なケースであり、やはりこの地区計画には極めて問題があるということが都市計画審議会でも改めて
意思表明されました。
現在、グループホームが設置不可となっている地区計画地区についても、市長の特lrl許可という条

項を使ってグループホームの設置ができる運用をすると
市は表明していますので、実質的には地区計画が変更さ
れなくてもグループホームの設置は可能となっていますが、
人権問題としてとらえた場合、このま
ま変更せずにいると、当該地区は人権
意識の低い地区としての評価が定着じ
てしまう恐れがあります。そのため、
今後も変更に向けた取り組みを地区住
民自らの手で行っていただくよう、こ
れからも注視していく必要があります。

*2「障害」の表記について
かつて、「障碍」という表記が使われていまし
たが、「碍」の字が当用漢字からタトれたため、そ
れ以降、「障害」という表記になった経緯があり、
現在、法令などにおいては「障害」の表記が使用
されています。一方、「害」の字の印象が良くな
いという趣旨から、行政の方針や計画などにおい
ては「障がい」という表記も見受けられ、三つの
表記が混在しているのが現状です。私もどの表記
を使うか悩み、障害当事者や障害者支援団体の方々
にもご意見を伺いましたが、 Fあまりこだわりは
ない』というご意見が意外に多かったため、現状
は「障害」の表託を使展しております。
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こ意見。こ感想などは下記FA×またはE―mallへどうぞ

北ノ坊.しんじ1事1務所
月曜日～木曜日 朝]0時から
夕方5時まで開設しています
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